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Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部2年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Topics



How to Turn Any Non-Touch Screen PC Into a Touch 
Screen (AirBar)



WorldPenScan X 紹介動画



なくすを、なくす。みんなで、さがす。 

世界最小の落し物追跡タグ



MaBeee_Movie



Chapter 1
求められている力



ボディランゲージ



言葉



文字　紙　書く



文字　紙　読む



音声入力　デジタル　ユビキタス



40 years gap



ピアソン社（世界最大の教育関連企業）の主席教育顧問　マイケツ・ハー
バーさんは「40年ギャップ説」を唱えています 

「どの時代をベースに教育政策を考えるか」について、人によって40年
のギャップがあり、それが大きな問題だという説です 

つまり 

①本来ならば生徒が社会に出て活躍する20年後を見据えて、教育のある
べき姿を考える必要がある 

にもかかわらず 

②現場の教師は今しか見えていない 

さらに両親は 

③自分たちが受けた教育（20年前）をベースに考える 
という意味です 



Read、Write、calculate、store、guess   =  convenience

読む、書く、計算する、記憶する、推測する は、 
コンビニエンス(便利)

デジタルネイティブ世代の子供たち 
あれば(出来れば)便利 =(でも) 無くても(出来なくても)良い



読む⇒目の発達　追視・注視

書く⇒指の発達　粗大運動から微細運動

コミュニケーション⇒
　　　脳の発達　切れやすい　前頭前野の発達

*NHK ニッポンの家族　非常事態！





ゲーム 読書

面で素早く 行でじっくり





握り持ち 三点持ち

人差し指の出番は無い 人差し指はキーマン



https://mamapress.jp/magazine/nhk_special_family/

https://mamapress.jp/magazine/nhk_special_family/


携帯ゲーム ごっこ遊び

話す機会は殆ど無し
罵声のみ

やりとり遊び
順番・模倣・語彙・・



就学前の経験は、
読み・
書き・
コミュニケーション
に大きな影響がある

粗大運動から微細運動   

人との関わり 

ブロック、
ごっこ遊び、
模倣、
ルール



I Think First
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書画カメラ













電子黒板



電子黒板









ビデオカメラ









資料の配布　AirDrop





音声読上



音声入力



Reference



書く



読む



読む



読む



読む



読む



こくご









タイマー



Summary



学校で使うという必然性 

複数人で使う 
思いを発表する 

コニュニケーションツール 
練習ができる 
協同学習 

自主的な活動 
主体的な活動 
・・・



現代は百年単位で見ると 
アナログからデジタルへの 
大きな過渡期です 

辞書で調べることも, 
筆算で計算することも, 
ノートに書けることも, 
文書を読めることも, 
記憶できることも 

微妙にまだ必要なスキルなんですよね！ 

でも、今の子どもたちが大人になった時に 
本当に必要な力は・・・・ 



読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です 



代替手段は手軽であればあるほど 
便利です 

アナログ 
⇓ 

デジタル 



楽しさとは自分で決断できる喜び 

楽しさは忍耐力を産む

一度やり始めたことは最後までやる 

自主的よりも主体的に・・

NHK Eテレ　奇跡のレッスン



ユニバーサルデザイン授業の提供 
（授業における基礎的環境整備） 

治療教育アプローチ 
（困りを克服するために訓練を提供する） 

例. 
読む：ビジョントレーニング 
書く：自助具、気付き 

… 

機能代替アプローチ 
（代替手段で学習へのベースを提供する） 

例． 
読む：音声読上 

書く：キーボード入力

学年 
困りの主訴 
本人の希望 

しっかりとした 
アセスメントと 
目立て 

がスタートです



http://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org



